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R6sum6
!

SeveralarylbenzenesuTphonateslistedinthe

table1werepreparedbytheHinsberg'smethod
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with slightvariationsand theiriICAn'cida]and

ovicidalactivitiesagainsttheadultsandeggsof

thecitrusredmite,MeEaLelranychuscL'LriMcGre-

gor,onthetriEoliateorange,were.testedbithe

usualdippingmetI10din一aboratorytests.

Theresults showed fairtoxicity, among

them,2.3.4.6･tetrachlorophenylbenzenesulpho･

natewastheheighestactivityas,theacaricides

atld4-nitrophenylbenzenesulphonatewasthebest

activityastheovicidesbutthey･wereslightly

towofovotranasshowingthetable14-5.

OntheNutnlICrOfLarvalLIIoul18illthe`̀Nohcji"RaceoftheGypsyMotll,LymanLria

disz･arL ProblemsontheBreedingoHnsectsforBiologicalAssayofInsecticides.XVIII.

Sumio-N ôASAIVA(TakeiLaboratory,InstituteforChemica一Research,KyotoUniversity,Taka-

tsuki,Ohsaka).ReceivedMay3,1957.Bo.Tu･KGgaku,22,255,259,1957,(withEnglishresume,259).

46･野辺地系マイマイガの幼虫期における脱皮回数につし､て 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育に
かんする諮問超 邦18和 長沢純夫 (京都大学 化学研究所 武居研究室)32.5.3受理

野辺地系マイマイガの幼虫を個体別に飼育して, 雌は 5-7軌 雄は 5-6回の脱皮をくりかえす

ことをたしかめた.武志の脱皮殻についてあわせて令期間の成員様相を放対し, いずれも3令を境
I

にして,おゝむねふたつのことなったId線悶犀をt.Jめす こと, 51ql何の測定伯から令肌を判定するこ

とは3令までは可能であるが,それ以後は不明碇となることをあさらかにした.

マイマイガの幼虫期における脱皮Bl数については,

先に筆封 )は前校系Pそれについて.雌は6または 7

臥 雄は5または6匝lの脱皮をくりかえすことを報告
､

し,この結果は GoldscllmidtlIによって記されたと

ころにくらべて,大体確堆共に1あるいは2'H多い額

をのべたが.これは高枕系のものがとくにこうした脱

皮回数の多..1系統であるか石かはわからなかった.本

文においては胃森県野辺地系のそれについてえられた

結果をしるし.マイマイガの幼虫期における脱皮回数

の変異にかんするlff料を提供するとともに;令期間

の成長様式を検討.頭相による令朋判定の可能性を考

実iすることとする.

本文に入るにさきだち,野辺地系マイマイガの卵塊

を御送付戴いた弘前大学文理学部讃藤和夫氏.ならび

に飼育の仕享川こ助力せられ 数†血の計井に御尽力いた

だいた柴山砂田子娘に深謝の志を衷する次邦である.

材料および方法

ことで測定をおこなった材料ま,1956年初筑 苛森

沢野辺地において採災された1卵塊に出発するもので.

4月17日に好化した幼虫を1匹ずつ.屯径 3･Ocm,揺

さ1.5cm のペトリーシャーレにいれて3令まで,.そ

れ以後はKi径 9･Ocm,深さ2･Ocmのペト')-シャー
レにいれて,温蛇250,関係湿既89,0.'の環境条件下に

おいてケヤキの茄を与えて飼育した.そして幼虫が成

長して脱皮を行うCとに,その頭蓋の脱皮怨を佃陣別

に災め,その数によって脱皮回数を決定,羽化した城

山によって性をたしかめ,さらにそれらの疏幅を投好
拡大法掛こよって測定し,成長様式考窮の?A;･礎款班と

した.

結 果 と 考 察 ｢

個休別飼育の方法によって,全発育期間の飼育に成

功し,羽化した成虫によって雌雄を決定することがで

きたのは,100匹申61匹で, 幼虫期の脱皮回A'(と粒

によってわけると,5回脱皮雌5匹,6回脱皮雌18匹.

7回脱皮雌3匹,5回鹿皮相30匹,おj:ぴ6回脱皮碓

5匹であった.頭蓋の脱皮忠について測定した結果を

来示すると群1表の7ごとくである.

1.脱皮回数: マイマイガの幼虫期における脱皮回

数に関する Goldschmidtl)の研究は,'r両性共に4乃
至5回の脱皮をおこない,typicallyには,(1)両性共に
4臥 (2)両性柑こ5回,(3)雄4,雌5回,(4)雄4回,
雌4または5回,(5)確5回,雄4または5回の系統が

存在するが,これらはあさらかに地方的な系統として

発見される｣と結論されている.邪者が本報告にもちい

た材料の採旅された野辺地は,Goldschmidtのマイマ

イガに関する地域の分校からいえば北日本地芸に屈し
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防 虫 科 学 蔚 22 巷一T

Table1.Widthofexuviaeofheadcapsuleineachinstarof5femalelarvae

with5moults,18femalelarvaewith 6moults,3female7arvaewith7moults,

30malelarvaewith5moults,and5matelarvaelwith6moultsofthedNoheji"

raceofthegypsymoth,LymalZEriadisbarL.y-1+一og(mm).
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防 虫 科 学 軒 22 巷-I

ている.Goldschmidtはこの地区からは青森,盛岡お

よび大曲系のものについて,その脱皮回数をしらペ,

-Tf森系のものは雌5回,碓4臥 盛岡系のものは雌 5

回,堆不明,および大曲系のも＼のは雌 4あるいは5回,

碓4回を記録している･今回筆者のえた結果は.これ
らに比べるとその脱皮回数は雌は1-3回,堆1-2回

多い.これは先に高校系のものが大休雌雄ともに1-2

回多いと記したそれと頬似し. Goldschmidtはその

初期の脱皮を見落している様にも考えられるが,なお

広範な地域の村野をあつめて飼育実験をおこなってみ
なくては,明確な結論をあたえることはできない.

2.令期間における琉幅の成長:マイマイガ幼虫の令

m間の成長については,先に札幌系の6令を軽率した

1匹の稚めそれについて3',また高校系の7,8令を経

過した雌偶作,および6,7令を経過した蛾個体のそれ

について1㌧ 令期の欲と琉幅の対数他との間にはいず

れも3令 または3令と4令の間を境Iとして2分され

た垣緑開院をしめすことをしるした.ところで第1表

にしめLT:平均的を縦軸にとり,令款を杭輪にとって

2者の関係を図示すると,第1図のごとき結果がえら

れ この場合もまた節3令を境にして.両石の間にこ

となったふたつの大体田緑にちかい関係が成立するも

のと解釈される.計罪の結果を示すと節2衣のごとく

である.こうした関係はその糞の大きさの増大様相に

it)-みられることをさきにしろしたが3),幼虫の発育過
程においてこのあたりにひとつの生理的な変曲点があ

るものと考えられよう,頭蓋の色彩もまた,3令まで

はg{味がちであるのに対し,,4令からは鮮明な黄褐色

となり,初校を問にして叡頂板にある1対の棒状の黒

色斑が明瞭になってく-る.

3.所附による令期決定の可能性:三田村2)のイチモ

ンジセセリの幼虫期における発育にかんする報告によ 一

才=ゴ,5令を総過した個休も,また6令を経過した個

体も発育途中にかなりの調整がおこなわれて,最終令

幼虫にいたる矧 こは.両者とも相似した大きさとなり,

野外採純m休の頭玉をいきなり測定しても.確定的な

令の決定は内兜であることが結論されている.高校系 一

マイマイガの幼虫にかんして,評者がしらべた結果は
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Fig.1.Re一ationof一og-widtI10fexuv王aeof

head capsule,γ-1+log(mm),toinstar
number昌,x,oflar寸aeofthe"Noheji"race
ofthegypsymoth,LymanET･iadisbarL.
Thescaleofnumberofinstarshasbeen

shifted oneunittotherigIltムorizontally
for each cuⅣetoavoidover一apping of

curvesI From leftI?right:femaleswith
fivemolllts,′ma一eswithfivemou一ts,fe･

maTes with Jsixmou一ts,maleswith six
moults,alヽdfemaleswithsevenmoults.
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T ab一e 2 . Equationforthegrowthoflog･widthofexuviaeofIleadcapsu一e,
y - 1 + lo g (mm),insuccessiveinstars,X,oflarvaeofthe"Noheji"race
o f th e g ypsymoth,LymanlriadisParL.
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Fig.2.Frequencypolygonshowingthe

●､headcapsulesinthe"Noheji''raceof
L.From top tobottom:femaleswith

･･●femaleswith six mou一ts,maleswith
moults.

その兎育段階には三田村がのべたような,銃著な調盤

現象は認められず.脱皮回数の多い個体は,その.まま

大型個体となり,少い個体は小型な桐附ことどまって

一258

distributionofwidthofexuviaeof

thegypsymoth,LymanlriadL'spar
sevenmoults,maleswithsixmoults,
fivemoults,andfema一eswith five

いたが,それは完全にその令数だけ大型となるもので

はなく,その糊大虫は,令期の多いものほど少い.こ

のことは今臥 野辺地系のものについてしらべた結果
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も同じで,殊に節3令をすぎてからは田平な逓減を見

せ,節2表の瓜後の列にしめしたbの逆対数LB,すな

わちDyar′sconstantが令糊の款が多くなるにしたが

って小になっていることからもうなずかれる.これは

3令をすぎて後における琉打の初圧分布は,かなり相

互に式祝してくるのであろうと推汎されるが,すi実節

2図にしめした雌雄,令数別の琉稲の頻唆分布曲紋を

みれば,3令以後その頭揃は相当程皮重視し,3令ま

ではgl幅の測定値よりする令糊の決定は大休可能であ

ろが,それ以後は不可托であると結論される.マイマ

-イガの大きさは,4令糊以後における脱皮回i'(ひいて

は発育日数の長短,円企記の多少によって決定される

要素が大きいものと考えられる.

摘 要

野辺地系マイマイガの幼虫を,氾皮250,関係湿度

89,00'の環境条件下において,ケヤキの茄をあたえて個

体別に飼育し.その脱皮阿A'Lを検討,あわせてi17Ei蓋の

脱皮忠を材料こして,令期間における成長桜田を考究

した.

1･野辺地系マイマイガは･その幼虫期において甲は

5,6.または7回,一雄は5または6回の脱皮を('りか

えした.

2･頭桁の令期間における成長桜恥も 節3令を境に

して,ことなったふたつの,大体田緑に近い関係をし

めした.

3.gl桁による令糊の決定は,節3令まではお むゝね

可能であるが.それ以後は不可能である.
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TtEsum6

Undertheconstantenvironmentalcondition

of25oand89% relativehunl王dity,thelarvaeoE

theqNoheji''raceofthegypsymoth, LymalZ-

LrL'adLIsf,arL.,wererearedseparatelyOITleaves

ofthezelkova-tree,ZelkovaserraLa Makino.

TheEemalesofthe〃Noheji"raceofthegypsy

motiユmou一ted5,6or7timesintIleirlarva一stage

andthemalesrrwtllted5or6times.Inallthese

casesmentionedabove, there一ations oflog-

W王dthofexuv王aeoHleadcapsu一etoinstarnum-

berwerefoundtoberepresented genera一lyby

twostraightlinesintersectingatapointoEthe

3rdinstar.WeshallbeabletodeterminetIle

instartowllich alarvabelongsby measuring

widtI10fexuviaeofheadcapsu一einthelaTVae

rangingErom thelsHothe3rdiTIStarS,butwe

shallfailtotelltheinstarnumberbythismethod

intllelaⅣaerangingfrom the4th totilelast

instars.
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47･ 昆虫神経の静止電位に及ぼす酸素欠乏,代謝喝書瓢 ,およびDTJTの影響.恐山剤の作

用尉将に関する研死 節12和 山崎輝刃･抱倍敏夫 桝 (東京大学瓜学部STEf虫学研兜宅) 台2.5.9受理
I

DDT による昆虫神経の段位変化がどのような桟椛でもたらされるかを究明するために, ゴキプ.)

･神経の静止TE位に及ぼすDDT の拶繁を,敢宗欠乏あるいは代謝阻告剤の碓哲と比較研究した.そ
の結兄 DDT は代謝阻-2捌 や敢弟;欠乏-O場合のような脱分梅作用を示さず, 超々な原因によって

脱分極された神経の再分柘を抑制する飽きがあることが判明した. 既存の多くのデータや神経代謝

および神経興布の既構と結びつけて考究した結果,DDT は神経の静止代謝には辞書響せず,粥街代

謝への生化学的誰響か,あるいは神経原形質膜へのIB接の物封 ヒ学的作用によって,そのイオン透

過性を変え,校能変化をもたらすものと推論されるに至った.

T九emodeoftoxicactionofDDThasbeen studiedbymanyinvestigatorsalongeitIlerOftIle

*̀Formername,ToshiolsIIn fo170winglines･JLe･･theeffectsofDDTonva｢

*半旧姓,石非 r王ousphysio一ogicalfunctions!ninsec(らandthe
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